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一

]

一

九

畏

一

計

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

深

作

i

治

し

て

た

り

ま

す

。

一

東

茨

域

郡

大

洗

町

一

同

協

同

聞

は

は

制

諮

問

明

糊

一

川

F

(

写
民
は
除
幕
式
)
一
当
選
田
口
宮
之
介
豆
一
一
回
嘉
一
一
、
棄
権
人
員

t

一

さ

て

左

記

の

と

な

り

当

町

ぷ

一

地

方

自

治

の

振

興

重

た

目

指

し

一

来

目

覚

し

い

震

を

詮

げ

て

ゆ

く

一

川

一

当

選

才

悶

久

寿

一

一

一

0
2一
男

八

四

回

山

根

邸

側
緋
同
一
一
計

γ
叩

同

時

竹

一

れ

附

州

立

刊

日

開

制

品

川

仙

一

一

一

訪

日

付

刊

日

期

待

さ

れ

る

も

の

一

一

一

一

叫

ん

れ

松

附

繭

四

制

一

一

∞

一

一

一

一

一

一

拍

一

り

ト

カ

品

目

白

刊

誌

日

時

一

倒

語

訳

眼

科

泣

い

れ

と

な

諮

問

か

開

立

詩

型

一

日

開

M
b
b一
一
日
賦
一
一
、
開
票
率
八
五
分

に
七
凡
作

萄
宅
‘
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l
i
-
-
a
ト
ト
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ト
U
i
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可
申

Fiji-，

iffyfj

L
込
書
思
士
二
」
ヨ
リ
三

3

J

h

-

A

j

…と

K
は
じ
め
て
多
得
に
わ
た
ゐ
計
二
K
初
め
て
婦
人
も
出
力
f

ずいむ均
J
P
R
i
f

主
主
主
一
一
一

J
i
h
a
s
一一副

A
出

一

界

の

大

問

題

で

あ

っ

た

務

連

型

じ

保

件

で

参

政

機

が

与

え

よ

と

勝

人

十

時

リ

ド
4

斗
お
し
C

一

制

度

が

話

す

る

に

去

っ

た

の

で

瓦

で

あ

り

ま

す

。

一

義

一

主

主

{

限

め

v

あ
り
ま
す
Q

か
く
し
て
、
闘
民
の
有
権
者
の
語
、
一
臨
む
一
工

大
洗
町
沼
挙
管
制
委
員
会
-
一
二
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
約
千
二
百
万
一
六
百
八
十
万
K
注
し
ま
し
た
u
同一

委
員
長
一
一
一
阿
武
義
語
一
人
が
有
問
者
と
な
り
ま
し
た
。
一
挙
権
は
、
閏
民
の
基
本
的
問
刊
で

Z

婦
人
参
政
権
に
う
き
ま
し
て
は
一
あ
り
、
選
挙
は
も
民
主
政
治
の
民

ふ
れ
年
は
、
背
泊
出
挺
法
が
公
布
住
所
に
関
す
る
姿
件
の
外
納
枕
資
そ
の
運
動
は
、
普
通
要
品
十
の
そ
れ
盤
で
あ
り
ま
す
。
閥
民
は
、
問
ム
ー

さ
れ
て
か
ら
三
十
周
年
、
ま
た
師
一
格
に
よ
り
制
限
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
一
と
と
も
に
古
い
も
の
で
あ
り
、
特
一
議
礼
を
は
じ
め
地
方
公
共
同
体
の

人
勢
政
仰
が
市
与
さ
れ
て
か
ら
十
一
制
限
選
挙
制
で
あ
っ
て
闘
民
K
卒

κ第
一
，
次
世
界
大
戦
を
契
機
と
し
一
議
会
の
闘
員
及
び
そ
の
長
b

刀
法
議

周
年

κ当
り
、
我
聞
に
と
り
ま
し
一
等
に
選
器
栴
が
与
え
ら
れ
た
も
の
一
て
多
く
の
闘

k
k
沿
い
て
、
婦
人
一
い
た
し
ま
す
。
私
建
国
民
は
、
と

て
誠
に
意
義
深
い
年
で
あ
り
ま
す
一
で
は
b
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
参
政
植
を
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た
一
の
権
利
を
尊
重
し
、
選
挙
が
一
止
し

一
地
口
泊
選
挙
地
が
我
国
に
沿
い
て
一
当
時
、
有
一
問
者
は
、
わ
や
か
約
一
の
で
あ
り
ま
す
。
一
く
明
る
い
も
の
で
な
け
れ
ば
民
主

一
実
現
さ
れ
ま
し
た
の
は
大
正
十
四
一
四
十
五
万
人

κす
ぎ
な
か
っ
た
の
-
我
閣
の
婦
人
参
政
運
動
も
一
段
一
政
冶
の
護
麗
も
期
待
す
る
と
と
岱

一
年
五
月
五
日
で
あ
り
ま
す
が
、
と
一
で

b
り

ま

す

。

一

と

活

畿

と

な

り

ま

し

た

が

.

男

子

一

で

さ

ま

せ

ん

。

一
L

に
五
る
ま
で
に
は
、
幾
多
の
先
一
第
一
r

次
世
界
大
戦
後
ひ
ろ
く
駄
普
泊
選
挙
権
の
み
官
現
さ
れ
ま
し
一
私
達
町
民
も
選
挙
に
つ
い
て
沿

の
v
m
k

な
ら
ぬ
努
力
が
宣
ね
ら
一
米
諸
国
K
沿
い
て
も
将
泊
沼
挙
他
て
、
遠

κ姉
人
参
政
植
は
桂
成
さ
一
互
い
に
自
白
し
認
識
を
高
め
正
し

れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
我
国
K
国
一
が
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
我
一
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
第
二
次
世
一
い
選
挙
が
行
わ
れ
る
た
り

κ
向
一

一

清

門

下

山

政

i
」
れ
は
し
叫
ん
切
目
明
治
一
闘
に
も
そ
の
波
が
押
し
寄
せ
、
国
一
界
大
戦
の
修
了
を
契
機
と
し
て
昭
一
厨
努
力
主
J

ど
け
な
け
れ
ば
な
り

一

す

紛

』
J
J
i

三
年
で
あ
ま
す
カ
話
日
、
一
民
平
等
の
地
H

泊
選
挙
惜
の
実
現
を
一
和
二
十
年
十
二
月
十
七
日
に
待
望
~
ま
せ
ん
Q

一
か
別
配
泌
が
年
怖
に
は
、
性
別
、
年
令
及
び
目
指
す
謎
動
が
民
聞
に
起
り
、
と
一
の
姉
人
参
政
植
は
実
現
し
、
と
と
一

切
{
一
一
一
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J
寸

I
4
4

一
十
五
教
室
と
な
り
、
生
徒
数
は
七
一
り
ま
す
。

J

一
と
れ
ら
公
庫
の
利
用
者
は
本
町

一

仇

山

大

設

小

学

校

竣

工

一

回

二

名

、

教

職

品

川

政

一

八

名

で

あ

一

×

×

一

で

も

組

め

て

多

く

、

総

舗

は

一

千

一

山

川

以

子

一

・

l
i
I
l
i
-
-
i
l
i
l
l
i
t
-
-
l
i
l
i
-
-
-
l
l
i
l
i
-
-，
一
五
百
万
円
註
突
破
し
て
い
る
と
い

立

大

京

芸

の

校

合

新

築

工

事

一

私

た

ち

の

町

を

1
1
1リリ
1
1一一
わ
れ
ま
す
Q

一

仇

大

は

と

の

ほ

ど

完

成

い

た

し

ま

し

た

一

!

監

す

皐

包

括

吉

一

一

@

漁

船

、

漁

網

の

臨

入

改

意

提

一

仰

い

同

空

会

械

の

う

ち

、

腐

朽

一

住

み

よ

く

す

る

時

げ

明

暗

川

崎

一

一

円

一

土

作

業

の

機

械

化

の

た

め

の

資

金

釦

持

悲

し

く

特

K
危
険
な
一

O
一
坪
五

1
1
1
1
1
1
1
1
1
'
1
1
1
1
1
1
4
一
は
農
林
漁
業
金
融
公
庫
を
と
ゐ
し

一
山
川
問
殺
安
在
僻
体
し
、
問
側

κ新
K

O

貯
金
し
て
明
る
く
伸
び
る
市
町
村

O

一
ま
す
が
、
ち
な
み
に
、
茨
城
脚
下

一
ぃ
二
一
一
階
建
一
九

O
叫
七
五
ー
を
新
築

O
主
婦
の
腕
ひ
か
る
家
庭
の
貯
金
帳
。
一
融
資
総
額
四
億
五
予
万
円
〈
捷
畑

一

定

下

〕

い

た

し

ま

し

た

一

一

部

資

金

枠

)

の

内

そ

の

四

闘

は

本

一
リ
ー
リ
消
一
と
の
校
合
は
四
敬
密
守
渡
廊
下
一
@
私
た
ち
の
郵
便
貯
金
は
、
ゆ
た
↑
ょ
う
?
一
県
漁
業
関
係
者
図
体
が
利
用
し
て

一
伽
初
版
便
所
在
設
け
、
別

κ隣
接
し
て
給
一
か
な
町
、
ゆ
た
か
な
国
土
を
つ
一
@
郵
便
貯
金
は
郵
便
局
の
窓
口
を
一
い
る
と
見
包
れ
ま
す
0

(

大
漁
だ

一
河
川
配
一
食
、
使
了
室
乞
新
築
し
た
も
の
で
一
〈
る
た
め
に
大
き
な
伯
き
を
し
一
と
た
し
て
、
い
Q

た
ん
大
蔵
省
一
般
も
漁
網
も
郵
貯
で
で
き
た
〉

一
ω
ト
い
ほ
あ
り
ま
す
。
同
小
山
学
校
は
ζ

れ
で
一
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
一
一
の
資
金
運
用
部
に
集
め
ら
れ
、
そ
一
(
切
さ
ら
に
私
た
ち
の
郵
便
貯
金
は

総
川
庁
蛇
は
六
五
九
坪
、
教
室
数
は
一
体
♂
ん
な
働
き
を
し
て
い
る
で
し
一
れ
か
ら
次
の
よ
う
な
事
柄
に
使
わ
一
開
発
銀
行
や
興
業
債
券
、
長
期

!
1
1
1
1
i
1
1
.
J
:
l
z
i
;
!
i
z
-
-
i
z
-
-
:
1
1
1
2
I
z
-
-
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
信
用
倍
稼
の
資
金
源
と
な
っ
て
、

頂
点
を
世
く
G

一
ハ
、
常
設
土
俵
の
作
成
日
叩
ま
守
、
私
た
ち
の
生
活
に
い
ち
一
電
力
、
鉄
鋼
、
海
運
な
ど
日
本
経

戸
、
コ
ー
ラ
ス
会
開
催
雌
味
敬
一
突
き
s
る
に
公
民
館
運
動
は
、
青
ば
ん
つ
な
が
り
の
あ
る
都
道
府
一
済
の
土
台
と
な
る
産
業
な
む
と
し

次

E

鋭
胞
乞
目
的
と
し
、
締
人
会
未
↑
年
警
松
と
新
生
活
運
動
の
推
進
路
千
市
町
-
二
地
号
、
率
一
校
、
水
一
て
い
ま
す
Q

(

差
出
所
が
℃
井
口
た

亡
人
会
青
年
閣
の
有
志
一
に
よ
ヲ
て
枇
曾
敬
育
K
貢
献
す
一

j

，T刀

I

一

一
公
民
館
は
終
戦
後
枇
食
民
主
化
の
一
の
様
に
協
議
決
し
ま
し
た
ο

つ
懇
談
曾
開
催
専
門
委
討
を
中
一
る
と
と
志
い
ま
す
。
一
道
等
主
記
す
る
毛
合
ゅ
う
せ
ん
一
明
る
い
町
、
明
る
い
村
)
(
立

基
盤
と
し
て

G
H
Q
の

政

策

下

に

一

一

、

教

委

部

一

心

と

し

て

随

時

一

然

し

青

年

卓

訟

の

女

子

敬

科

に

し

一

的

に

貸

出

す

と

と

に

な

っ

て

居

止

に

仲

び

る

海

道

も

郵

貯

の

沿

か

げ

各

市

町

村

に

必

位

制

と

な

;

し

一

イ

、

青

年

学

級

の

開

設

一

一

、

個

室

出

一

て

も

と

れ

を

達

成

す

る

に

は

、

究

同

問

凶

中

小

暗

雲

喜

一

)Il--ι

ド

u
r
u刊
は

は

射

訓

畑

出

同

印

刷

古

川

献

哨

一

ホ

一

一

説

話

開

催

一

臨

む

ほ

時

点

目

盟

問

一

降

、

防

災

嘉

牒

ポ

ン

ペ

、

土

広

村

民

訴

忠

信

一

と

し

た

所

で

は

、

早

速

青

平

岡

等

イ

、

胤

阿

部

試

験

場

参

観

一

亦

各

位

の

深

い

理

解

と

協

力

に

よ

一

葬

場

)

公

後

住

宅

等

の

建

設

の

た

一

額

は

、

ぎ

っ

と

四

千

八

百

悩

円

と

一

が

主

納

と

な

っ

て

涙

ぐ

ま

し

い

祭

日

、

盛

業

科

問

中

研

究

会

の

拡

充

強

一

ら

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

Q

鼓
K
一
め
に
二
千
六
百
万
円
も
の
借
入
を
一
い
う
大
ぎ
な
も
の
と
な
っ
て
ゆ
た

力

に

よ

っ

て

独

立

師

免

組

て

混

乱

化

一

町

民

各

位

の

絶

大

な

る

御

協

力

と

一

行

っ

た

と

と

は

、

大

洗

町

報

四

月

一

か

な

町

、

ゆ

た

か

な

国

土

k
つ
く

一

と

変

転

窮

り

な

い

批

会

に

北

一

っ

て

八

、

土

地

改

良

に

さ

3

る
協
力
一
州
安
援
乞
仰
ぐ
次
第
で
あ
り
ま
す
一
号
で
申
上
げ
た
題
り
で
あ
り
ま
す
一
る
た
め
に
一
日
も
休
ま
や
せ
っ
せ

一
よ
く
枇
会
数
百
の
成
果
K
V
4
り

比

一

一

一

一

、

生

寸

前

一

宮

学

部

↑

川

、

、

一

〈

融

資

で

姑

っ

た

ぼ

く

ら

の

学

校

一

と

働

ま

う

ど

け

ま

す

。

7
k

活

動

乞

展

開

し

て

居

る

所

も

あ

一

ィ

、

新

生

括

巡

動

、

婦

人

品

開

未

亡

一

r

一

E

Y

E

s

f

一

り

、

叉

叫

ん

比

の

見

物

に

併

設

し

て

一

人

会

青

年

一

閣

を

主

体

と

す

o

一

'

)

〈

妥

片

の

，

Z
金
て
え
往
復
旧
二
。
私
た
ち
の
心
が
け
一

Q

で
、
大

巾

訳

仰

な

低

耐

の

所

も

あ

り

ま
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